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６月定例会のあらまし 
 

平成24 年第2 回 ( 6月) 千早赤阪村議会定例会は

6 月 5 日に開会し、平成 23 年度補正予算（最終）

の専決処分や税条例の改正、平成 24 年度補正予

算など計10 議案が提案され、それぞれ承認・可決

しました。6 月 15 日の最終日では、追加議案 3

議案を可決し、一般質問をもって11 日間の定例会

を閉会しました。 

ちはやあかさか 

議会だより  
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６月定例会議決結果 

案 件 名 議決結果 

・第 22 号議案 専決処分（税条例の一部を改正する条例）の承認を求めることにつ 原案承認(全員)  

・第６号議案 いて  

・第 23 号議案 専決処分〔平成 23 年度一般会計補正予算（最終）〕の承認を求める 〃 

・第６号議案 ことについて  

・第 24 号議案 専決処分〔平成 23 年度国民健康保険特別会計補正予算（最終）〕の 〃 

・第６号議案 承認を求めることについて  

・第 25 号議案 専決処分〔平成 23 年度介護保険特別会計補正予算（最終）〕の承認 〃 

・第６号議案 を求めることについて  

・第 26 号議案 専決処分〔平成 23 年度後期高齢者医療特別会計補正予算（最終）〕 〃 

・第６号議案 の承認を求めることについて  

・第 27 号議案 専決処分〔平成 23 年度下水道事業特別会計補正予算（最終）〕の承 〃 

・第６号議案 認を求めることについて  

・第 28 号議案 税条例の改正について 原案可決(全員) 

・第 29 号議案 平成 24 年度一般会計補正予算（第１号）について 〃 

・第 30 号議案 平成 24 年度介護保険特別会計補正予算（第１号）について 〃 

・第 31 号議案 平成 24 年度水道事業会計補正予算（第１号）について 〃 

・第 32 号議案 平成 24 年度一般会計補正予算（第２号）について 〃 

・第 33 号議案 工事請負契約の締結について 〃 

・第 34 号議案 村長の専決事項の指定について 〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○第 28 号議案 

税条例の改正について 

 年金所得者の確定申告での寡婦（寡夫）

控除申請が不要となる改正。改正後は、扶

養親族申告書を提出する際、寡婦（寡夫）

の記載をして提出することにより寡婦（寡

夫）控除申告が不要になる。 

施行日は平成 26年 1月 1 日から。 

○第 31 号議案 

平成 24 年度水道事業会計補正予算に 

ついて 

 村立中学校付近の府道富田林五条線の路

肩崩落に伴う水道管仮設工事に伴う予算を

補正するもの。 

○第 33 号議案 

工事請負契約の締結について 

 千早赤阪村防災行政無線システム同報系

整備工事契約について、議会の議決を求め

るもの。 

 

 

 

○第 23 号議案～第 27 号議案 

専決処分の承認を求めることに 

ついて 

 平成 23 年度の予算について、村税や地方

交付税、国庫補助金などの歳入や、歳出が

確定したことにより、村長が専決処分とし

た最終補正について、議会の承認を求める

もの。 

 

 

専決処分とは 

条例や予算などは議会が議決しなければなり

ません。しかし、時間的に議会の開会を待てな

い緊急の場合もあります。そのようなときに村

長が議会に代わって決定することをいいます。

専決処分をしたことは、次の議会で承認を得な

ければなりません。 
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全全
員員
協協
議議
会会
報報
告告  

以
上
の
説
明
に
対
し
て
、
議
員
か

ら
、
財
政
は
好
転
し
て
い
る
の
で
あ

る
か
ら
、
住
民
負
担
を
こ
れ
以
上
強

い
る
こ
と
な
く
進
め
ら
れ
た
い
。
遊

休
財
産
の
再
利
用
の
検
討
、
処
分
の

促
進
を
図
ら
れ
た
い
等
の
意
見
が
あ

っ
た
。 

 

       
 

行
政
評
価
制
度
に
つ
い
て 

 

村
は
今
後
、
村
政
経
営
に
つ
い

て
、
投
入
し
た
経
費
に
見
合
う
だ
け

の
効
果
を
上
げ
て
い
る
の
か
を
評
価

し
、
課
題
を
発
見
し
て
、
次
の
計
画

策
定
や
、
今
後
の
行
政
活
動
の
改
善

に
つ
な
げ
て
い
く
取
り
組
み
を
始
め

る
。 

 

       
 

 

「
行
政
経
営
戦
略
プ
ラ
ン
」
の 

進
捗
状
況 

 

平
成
22
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
ま

で
の
「
実
施
計
画
（
案
）
」
の
主
な
課

題
の
実
績
と
見
込
み
に
つ
い
て
報
告

が
あ
っ
た
。 

一
、
財
源
確
保
に
つ
い
て
は
税
金
の

徴
収
強
化
を
図
っ
た
結
果
、
23
年
度

は
目
標
額
６
０
０
万
円
に
対
し
て
、

８
０
０
万
円
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で

き
た
。 

な
お
、
法
人
住
民
税
、
固
定
資
産

税
の
超
過
課
税
は
、
本
戦
略
プ
ラ
ン

の
効
果
等
に
よ
り
、
直
ち
に
実
施
す

る
状
況
で
は
な
い
と
判
断
し
て
い

る
。 

二
、
公
共
施
設
の
再
編
（
役
場
庁

舎
）
は
防
災
拠
点
と
し
て
、
24
年
度

中
を
目
途
に
、
協
議
し
調
整
す
る
。 

三
、
事
務
事
業
の
広
域
化
に
つ
い
て

は
、
平
成
24
年
１
月
か
ら
、
３
市
２

町
１
村
に
よ
る
共
同
処
理
を
開
始
し

た
。
引
き
続
き
、
適
正
な
共
同
処
理

に
努
め
る
。 

 

平
成
23
年
度
の
財
政
効
果
は
、
目

標
額
１
億
３
２
７
０
万
円
に
対
し

て
、
効
果
額
は
７
８
０
０
万
円
と
な

り
、
そ
の
差
額
は
主
に
超
過
課
税
を

適
用
し
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。 

      
 

土
砂
災
害
避
難
勧
告
等
判
断
・

伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備 

 

土
砂
災
害
の
判
断
基
準
に
つ
い
て

は
、
村
内
に
あ
る
６
カ
所
と
村
外
に

あ
る
２
カ
所
の
雨
量
計
の
観
測
結
果

と
、
今
後
の
雨
量
予
測
に
よ
り
判
断

す
る
も
の
で
あ
る
。
今
ま
で
の
判
断

基
準
は
、
避
難
勧
告
、
避
難
指
示
の

２
段
階
で
あ
っ
た
が
、
避
難
勧
告
の

前
に
危
険
度
３
段
階
を
加
え
て
、
５

段
階
に
改
め
る
。 

 

住
民
へ
の
避
難
勧
告
・
指
示
の
伝 

  
 

達
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
と
お
り
行

う
。 

  

同
報
系
防
災
行
政
無
線
の
設
置 

 

災
害
に
備
え
、
情
報
を
い
ち
早
く

住
民
に
伝
達
す
る
「
同
報
系
防
災
行

政
無
線
」
を
平
成
25
年
２
月
ま
で
に

整
備
す
る
。
整
備
費
用
は
、
１
億
５

０
０
０
万
円
で
あ
る
。
村
内
の
避
難

所
20
カ
所
に
無
線
子
局
の
設
置
、
防

災
関
係
者
に
戸
別
受
信
機
を
１
５
０

台
配
備
（
貸
与
）
す
る
。 

機
能
は
、
気
象
庁
か
ら
の
一
斉
放

送
に
よ
る
地
震
情
報
や
、
役
場
か
ら

の
避
難
勧
告
・
指
示
や
サ
イ
レ
ン
、

音
声
放
送
な
ど
が
で
き
る
。
ま
た
、

子
局
独
自
で
の
地
域
放
送
も
で
き

る
。 

 

 

    防災行政無線（イメージ） 
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                         関ヶ原町役場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      関ヶ原古戦場跡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５
月
11
日
、
議
会
全
会
派
合
同
で

岐
阜
県
関
ヶ
原
町
に
視
察
研
修
を
行

い
ま
し
た
。 

テ
ー
マ
は
「
尐
人
数
で
の
議
会
運

営
」
「
健
全
な
財
政
運
営
」
「
空
き

地
・
空
き
家
情
報
提
供
制
度
」
「
耕
作

放
棄
地
解
消
活
動
」
「
関
ヶ
原
の
Ｐ
Ｒ

活
動
」
「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
概
要
」
な

ど
に
つ
い
て
で
す
。 

関
ヶ
原
町
は
、
岐
阜
県
の
西
端
に

位
置
し
、
滋
賀
県
と
の
境
界
に
あ
り

伊
吹
山
、
鈴
鹿
山
脈
に
か
こ
ま
れ
、

冬
は
豪
雪
と
な
る
地
域
で
す
。 

歴
史
的
に
は
、
天
下
分
け
目
の
合

戦
で
知
ら
れ
る
「
関
ヶ
原
の
合
戦
」

で
有
名
で
す
。
人
口
８
０
０
０
人
、

議
員
定
数
９
人
の
、
尐
人
数
で
の
議

会
運
営
を
し
て
い
ま
す
。 

町
長
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

「
こ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
が
幸
せ
に

暮
ら
せ
れ
ば
良
い
、
人
口
の
増
減
に

こ
だ
わ
ら
な
い
。
基
礎
自
治
体
の
生

き
方
と
し
て
は
、
首
長
の
考
え
方
し

だ
い
で
、
人
口
が
減
尐
し
よ
う
と
合

併
は
し
な
い
」
と
町
民
に
宣
言
さ
れ

て
い
ま
す
。 

ま
た
、
財
政
改
革
に
取
り
組
ま
な

い
と
「
町
は
生
き
残
れ
な
い
」
そ
の

た
め
町
長
、
議
員
の
給
与
・
報
酬
を 

 

●●
●●
●●  

議議
会会
研研
修修
報報
告告  

●●
●●
●●  

 

ふ
れ
あ
い
バ
ス
は
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
４
台
、
５
コ

ー
ス
で
運
行
し
て
い
ま
す
。 

千
早
赤
阪
村
は
、
来
年
の
村
議
会

議
員
選
挙
か
ら
議
員
の
定
数
が
７
人

に
な
り
ま
す
。 

全
国
で
、
７
人
の
議
員
定
数
は
愛

媛
県
松
野
町
（
人
口
４
３
９
８
人
）
、

奈
良
県
黒
滝
村
（
人
口
１
１
６
８

人
）
、
奈
良
県
北
山
村
（
人
口
８
６
３

人
）
、
沖
縄
県
渡
名
喜
村
（
人
口
４
６

４
人
）
な
ど
13
町
村
で
す
。
（
全
国

町
村
議
会
実
態
調
査 

平
成
23
年
７

月
現
在
） 

人
口
６
０
０
０
人
規
模
の
市
町
村

で
議
員
定
数
が
７
人
と
い
う
と
こ
ろ

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

18
％
削
減
し
て
い
ま
す
が
、
職
員
の

給
与
の
削
減
は
し
て
い
ま
せ
ん
。 

議
員
の
歳
費
が
低
い
た
め
、
高
齢

の
議
員
が
多
く
、
農
家
や
不
動
産
会

社
、
保
険
代
理
店
な
ど
の
自
営
業
者

の
方
が
議
員
を
し
て
い
ま
す
。 

 

空
き
家
住
宅
に
つ
い
て
は
、
働
き

場
所
が
尐
な
い
こ
と
や
、
雪
が
多
い

た
め
、
あ
ま
り
活
用
さ
れ
ず
、
町
は

情
報
を
提
供
す
る
の
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

 

  

～ 

岐
阜
県 

関
ヶ
原
町 

～ 

常
任
委
員
会
は
総
務
民
生
常
任
委

員
会
と
産
業
建
設
常
任
委
員
会
の
２

つ
の
委
員
会
が
あ
り
、
現
在
は
１
委

員
会
に
５
人
の
定
数
で
す
。 

来
年
の
議
員
選
挙
後
は
４
人
と
３

人
の
委
員
構
成
と
な
り
ま
す
。
今
後

ど
の
よ
う
に
運
営
す
れ
ば
い
い
の
か

な
ど
を
、
毎
月
議
会
改
革
推
進
委
員

会
を
開
催
し
協
議
を
し
て
い
ま
す
。 

関
ヶ
原
町
で
の
研
修
を
、
今
後
の

議
会
活
動
、
村
の
活
性
化
の
参
考
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 
 

         
 

 

 

 

常
任
委
員
会
と
は 

行
政
の
内
容
が
複
雑
多
岐
に
伴

い
、
こ
れ
を
審
査
す
る
た
め
に

は
、
高
度
の
専
門
知
識
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
専
門
的

に
審
査
す
る
た
め
の
委
員
会 
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一
定
の
成
果
を
あ
げ
、
自
立
へ
向
け

た
村
づ
く
り
の
基
礎
が
で
き
た
４
年

間
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
次
の

４
年
間
の
目
標
と
し
て
、
一
点
目

は
、
安
全
安
心
の
活
力
あ
る
村
づ
く

り
。
二
点
目
は
、
村
の
独
自
性
を
打

ち
出
す
村
づ
く
り
。
三
点
目
は
、
村

だ
か
ら
で
き
る
教
育
等
の
村
づ
く
り

を
目
標
と
し
て
い
る
。
本
村
が
「
え

え
村
や
」
「
住
み
た
い
村
や
」
と
言
わ

れ
る
魅
力
あ
る
村
づ
く
り
を
実
現
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               カメラ調査 

 

 

６
月
定
例
会
で
は
、
５
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。
内
容
（
５
６
０
字
以
内
）
は
、
質
問
し
た

議
員
の
責
任
で
作
成
し
た
も
の
で
す
。 

田
中 

博
治 

議
員 
い
っ
ぱ
ん
質

問

 
 

 

今
後
の
村
づ
く
り
に
つ
い
て
松
本
村
長
の
考
え
は 

千
早
小
吹
台
小
学
校
の
耐
震
化
工
事
の
今
後
の
考
え
方
は 

   

問 

２
期
目
の
４
年
間
を
振
り
返
っ

て
、
ご
自
身
で
ど
の
よ
う
に
評
価
さ

れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
３
期
目
の

４
年
間
を
ど
の
よ
う
な
施
策
を
行

い
、
ど
ん
な
村
に
し
よ
う
と
考
え
て

い
る
の
か
伺
う
。 

答 

合
併
が
不
調
に
お
わ
り
、
直
ち

に
自
立
の
村
づ
く
り
に
向
け
て
、
「
第

４
次
総
合
計
画
」
を
策
定
、
理
想
の

村
づ
く
り
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
具

体
的
に
は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
活
用

し
、
小
中
学
校
の
耐
震
化
な
ど
の
安

全
対
策
や
医
療
費
助
成
の
拡
充
な
ど 

 
 

  

問 

当
小
学
校
も
本
年
２
月
に
府
よ

り
診
断
結
果
が
発
表
さ
れ
る
と
聞
い

た
が
、
結
果
は
ど
う
か
。
当
体
育
館

は
村
民
の
避
難
場
所
で
も
あ
る
た

め
、
今
後
の
耐
震
化
工
事
の
考
え
方

に
つ
い
て
伺
う
。 

答 

予
定
工
事
費
は
、
２
億
５
０
０

０
万
円
で
平
成
25
年
度
に
体
育
館
の

工
事
を
行
い
、
続
い
て
26
年
度
に
本

校
舎
の
工
事
に
着
手
予
定
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
懸
案
個
所
の
改
修
と
音
楽

室
等
の
エ
ア
コ
ン
設
置
や
太
陽
光
発

電
設
備
の
設
置
も
考
え
て
い
る
。 

 

    
 

問 

昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
以
来
、
防
災
意
識
が
急

速
に
高
ま
り
、
全
国
的
に
も
公
共
施

設
や
避
難
場
所
の
耐
震
化
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
本
年
２
月
、
関
西
大

学
・
河
田
教
授
の
防
災
セ
ミ
ナ
ー
を

受
講
し
、
そ
の
中
で
「
自
然
は
人
間

社
会
の
弱
い
部
分
を
攻
め
て
く
る
」

ま
た
「
自
然
と
人
間
の
知
恵
比
べ

で
、
知
恵
を
出
さ
な
い
方
が
負
け
で

あ
る
」
と
の
話
が
印
象
に
残
っ
て
い

る
。 

 

災
害
は
待
っ
て
く
れ
な
い
。
高
度

経
済
成
長
期
に
集
中
投
資
し
た
社
会

イ
ン
フ
ラ(

上
下
水
道
・
橋
・
道
路
な

ど)

を
把
握
し
、
国
・
府
と
の
連
携
で

更
新
計
画
を
立
て
て
は
ど
う
か
。 

答 

水
道
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
水

道
事
業
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
平
成 

  

問 

自
然
豊
か
な
本
村
は
約
90
％
が

山
林
と
農
地
で
占
め
て
い
る
。
高
知

県
梼
原
町
は
、
風
力
、
バ
イ
オ
マ

ス
、
小
水
力
な
ど
を
利
用
し
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
給
の
町
づ
く
り
で
成
果
を
上

げ
て
い
る
。
本
村
も
研
究
し
て
は
。 

災
害
に
強
い
村
づ
く
り
を 

 

 

   24
年
度
末
ま
で
に
変
更
許
可
申
請
を

行
う
た
め
、
現
在
、
手
続
き
を
進
め

て
い
る
。
小
吹
台
地
区
の
下
水
道
は
整

備
か
ら
40
年
が
経
過
し
て
お
り
、
昨

年
度
に
マ
ン
ホ
ー
ル
の
カ
メ
ラ
調
査
が

完
了
し
た
の
で
、
今
後
、
整
備
手
法
を

検
討
し
て
維
持
管
理
計
画
を
策
定
す

る
。
道
路
は
平
成
22
年
度
に
整
備
計

画
を
定
め
た
。
橋
梁
は
昨
年
度
、
調
査

点
検
を
実
施
。
本
年
度
に
修
繕
計
画
を

立
て
、
計
画
的
に
整
備
を
進
め
る
。 

          

答 

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
地
形
、
地

質
、
気
象
条
件
、
法
規
制
や
コ
ス
ト

面
な
ど
勘
案
す
る
必
要
が
あ
る
。
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
や
小
水
力
発
電
に
つ

い
て
は
、
今
後
研
究
し
て
い
く
。 

浅
野 

利
夫 

議
員 

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
村
の
活
性
化
を 

 

千早小吹台小学校 
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問 

村
長
は
村
政
報
告
会
で
、
年
内
に

も
利
用
で
き
る
よ
う
準
備
中
と
報
告
し

て
い
る
よ
う
だ
が
、
実
施
は
い
つ
頃

か
。 

答 

現
在
、
研
究
会
で
図
書
館
の
共
同

利
用
を
検
討
課
題
と
し
て
検
討
し
て
い

る
。
首
長
間
で
、
ほ
ぼ
合
意
に
達
し
、

精
一
杯
取
り
組
ん
で
い
る
。 

   

答 

第
４
次
総
合
計
画
の
重
点
施
策

の
ひ
と
つ
に
、
子
育
て
対
策
の
推
進

を
か
か
げ
て
い
る
。
中
学
校
卒
業
ま

で
の
通
院
費
助
成
に
つ
い
て
、
実
施

に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
。
中
学
生

１
４
４
名
と
し
て
約
２
５
０
万
円
と

試
算
し
て
い
る
。 

 

 

  

貝
長 

徹 

議
員 

 

  問 

平
成
22
年
２
月
に
策
定
さ
れ
た

「
財
政
収
支
フ
レ
ー
ム
・
行
政
経
営

戦
略
プ
ラ
ン
」
は
、
平
成
21
年
度
も

平
成
22
年
度
も
形
式
収
支
は
赤
字
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
決
算
は
大

幅
な
黒
字
で
あ
っ
た
。
積
立
金
も
計

画
で
は
、
平
成
24
年
度
に
０
円
と
な

っ
て
い
る
が
、
こ
の
ま
ま
推
移
す
れ

ば
積
立
金
は
９
億
か
ら
10
億
円
に
な

る
。
こ
れ
ら
の
数
字
か
ら
、
財
政
は

危
機
的
状
況
と
は
い
え
ず
、
計
画
に

緊
急
性
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。 

答 

村
の
行
財
政
改
革
の
計
画
が
府

に
評
価
さ
れ
た
こ
と
で
、
財
政
収
支

の
改
善
が
図
ら
れ
た
。
指
摘
の
と
お

り
交
付
金
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
国

の
動
向
を
充
分
把
握
で
き
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
政
権
交
代

や
東
日
大
本
震
災
な
ど
社
会
情
勢
の

変
化
も
あ
り
原
則
ど
お
り
実
施
し

た
。 

問 

村
民
に
危
機
感
を
あ
お
っ
て
協

力
を
求
め
た
の
だ
か
ら
、
財
政
が
好

転
し
た
ら
村
民
に
き
ち
ん
と
釈
明
す

べ
き
で
は
な
い
か
。 

答 

こ
れ
ま
で
も
情
報
提
供
に
努
め
て

き
た
が
、
今
後
も
行
政
の
説
明
責
任
を

果
た
せ
る
よ
う
努
め
る
。 

 

 

  問 

村
長
に
お
聞
き
す
る
が
、
次
期

計
画
は
、
危
機
感
を
あ
お
る
の
で
は

な
く
「
生
き
甲
斐
を
見
い
だ
せ
る
」

政
策
的
な
も
の
に
す
る
べ
き
だ
。 

答 

「
健
全
財
政
運
営
の
維
持
」
と

「
総
合
計
画
の
政
策
実
現
」
を
め
ざ

し
た
、
戦
略
的
な
計
画
と
し
た
い
。 

問 

計
画
に
あ
る
法
人
税
・
固
定
資

産
税
の
超
過
税
率
や
都
市
計
画
税
は

選
挙
公
約
と
し
て
増
税
す
る
の
か
。 

答 
増
税
は
避
け
た
い
。
増
税
を
考

え
な
く
て
も
い
い
状
況
が
何
年
か
は

続
く
と
考
え
て
い
る
。 

現
行
の
経
営
戦
略
プ
ラ
ン
は
、
緊
急
性
が
あ
っ
た
の
か 

次
期
プ
ラ
ン
は
ど
う
す
る
の
か 

 

    

問 

近
隣
市
の
図
書
館
を
利
用
し
た

い
と
い
う
要
望
が
多
い
。
３
月
議
会

以
降
、
行
政
と
し
て
ど
の
よ
う
に
努

力
し
て
き
た
か
伺
う
。 

答 

基
本
的
な
考
え
は
同
じ
だ
が
、

南
河
内
６
市
町
村
で
構
成
す
る
南
河

内
広
域
連
携
研
究
会
で
、
図
書
館
の

共
通
利
用
に
つ
い
て
研
究
会
の
動
き

を
踏
ま
え
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。 

  

問 

若
い
世
代
が
定
住
で
き
る
施
策

を
進
め
る
こ
と
は
、
人
口
減
尐
に
歯

止
め
を
か
け
る
重
要
な
施
策
の
ひ
と

つ
だ
。
子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
、
若
い
世
代
の
定
住
に

つ
な
が
る
。
通
院
費
を
中
学
校
卒
業

ま
で
拡
充
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
予

算
は
ど
れ
ぐ
ら
い
と
見
て
い
る
か
。 

  

問 

村
の
道
の
駅
は
、
設
置
場
所
・

広
さ
、
地
元
の
物
品
が
尐
な
く
、
見

劣
り
す
る
。
住
民
が
作
成
す
る
民
芸

品
や
工
芸
品
の
販
売
も
で
き
る
よ
う

抜
本
的
に
見
直
す
べ
き
だ
。 

答 
本
来
の
目
的
、
機
能
と
い
う
点

で
は
見
劣
り
し
な
い
。
楠
公
史
跡
保

存
会
と
も
相
談
し
、
活
性
化
に
努
め

た
い
。 

関
口 

ほ
づ
み 

議
員 

図
書
行
政
の
充
実
を 

 

 

第４次総合計画 

（小・中学生が描く、いきいき千早赤阪村） 

子
ど
も
医
療
費
の
充
実
を 

 

 

道の駅 

道
の
駅
拡
充
で
村
活
性
化
を 
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引
き
下
げ
は
で
き
る
。
引
き
下
げ
を

す
る
考
え
は
な
い
の
か
。 

答 

国
保
会
計
は
不
安
定
要
素
が
多

い
。
基
金
を
設
置
し
保
険
料
の
値
上

げ
を
極
力
抑
え
て
き
た
。
国
保
運
営

協
議
会
で
据
え
置
き
と
い
う
承
認
を

得
た
。
今
後
の
状
況
、
動
向
を
見
定

め
た
い
。 

   
て
の
被
害
を
防
ぐ
こ
と
は
難
し
い
。

今
後
は
広
域
的
に
取
り
組
み
た
い
。 

           

こ
の
副
読
本
に
つ
い
て
の
教
育
委
員

会
の
所
見
は
。 

答 

放
射
線
の
こ
と
を
わ
か
り
や
す

く
書
い
て
お
り
、
学
習
の
補
助
資
料

と
し
て
活
用
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  電気柵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

徳
丸 

幸
夫 

議
員 

 
国
保
料
の
引
き
下
げ
を 

 

   

問 

国
保
料
は
、
一
人
平
均
10
万
２

０
５
５
円
で
、
二
人
家
族
で
は
20
万

４
０
０
０
円
を
超
え
る
。
国
保
会
計

の
基
金
は
22
年
度
決
算
で
は
１
億
６

６
０
０
万
円
で
あ
る
。
約
２
０
０
０

万
円
あ
れ
ば
一
人
平
均
１
万
円
の
引

き
下
げ
は
可
能
だ
。
23
年
度
見
込
み

で
も
２
０
０
０
万
円
を
超
え
る
黒
字

に
な
り
、
基
金
を
使
わ
な
く
て
も 

  

問 

最
近
の
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害

は
、
あ
ら
ゆ
る
農
作
物
に
及
ん
で
い

る
。
コ
メ
の
収
穫
も
、
昨
年
の
半
分

し
か
な
か
っ
た
と
か
、
収
穫
も
で
き

な
か
っ
た
水
田
も
あ
り
、
農
家
が
耕

作
意
欲
を
な
く
し
て
い
る
。
最
近
45

人
の
方
か
ら
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
対
策

を
望
む
声
が
あ
っ
た
。
対
策
を
緊
急

に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。 

答 

従
前
か
ら
電
気
柵
設
置
の
補
助

な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
き
た
が
す
べ 

  

問 

文
科
省
は
、
平
成
23
年
10
月
に

「
放
射
線
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
」

と
い
う
副
読
本
を
発
行
し
、
学
校
に
配

布
し
て
い
る
。
こ
の
副
読
本
は
「
す
べ

て
の
放
射
線
は
安
全
」
と
の
認
識
を
誘

導
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。 

 イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
の
強
化
を 

 

放
射
線
副
読
本
に
つ
い
て
の
所
見
は 

議会を傍聴してみませんか 

次回の定例会は、下記の日程で開催の予定です。 

第３回（９月）定例会の日程（予定） 

 月日 会議の内容 

９月５日 

(水) 

本会議 

(初日) 

議案上程、審議 

９月６日 

(木) 

本会議 

(２日目) 

決算審議 

９月20日 

(木) 

本会議 

(最終日)  

追加議案上程、審議、 

一般質問 
 
※開会時間は、いずれも午前９時３０分です。

このほか、各委員会等も開かれます。日程は

都合により変更となる場合がありますので、

傍聴される方は事前に議会事務局へお問い合

わせください。（TEL 0721-72-0081） 

 

 

 

 

 議員の辞職に伴い平成 22 年 7 月 1 日

から、欠員となっていた補欠選挙が 6

月 24 日に行われ、次の方が当選されま

した。 

 住所 大字小吹６８－６２５ 

 氏名 山形 研介 議員 

議員補欠選挙 
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・
議
会
改
革
推
進
委
員
会 

・
幹
事
長
、
代
表
者
会
議 

・
広
報
編
集
委
員
会 

・
学
校
給
食
会
理
事
会
、

運
営
委
員
会 

・
広
報
編
集
委
員
会 

・
議
会
運
営
委
員
会 

・
臨
時
議
会 

・
会
計
監
査 

議
会
活
動
日
誌 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

・
議
会
改
革
推
進
委
員
会 

・
農
業
委
員
会 

・
関
ヶ
原
町
研
修
会 

・
南
河
内
郡
町
村
議
会
議

長
会
総
会 

・
府
町
村
議
長
会
５
月
定 

 

例
総
会 

・
会
計
監
査 

・
議
会
運
営
委
員
会 

 

・
正
・
副
議
長
研
修
会 

 

・
富
田
林
商
工
会
通
常
総

代
会 

  

 

５ 

月 

  

7
日 

9
日 

11
日 

14
日 

 

24
日 

 

25
日 

28
日 

29
日 

 

30
日 

31
日 

 

 

・
第
２
回
定
例
議
会
（
初 

日
） 

・
全
員
協
議
会 

・
議
会
改
革
推
進
委
員
会 

・
幹
事
長
、
代
表
者
会
議 

・
農
業
委
員
会 

・
広
報
編
集
委
員
会 

・
議
会
運
営
員
会 

・
人
権
協
会
常
任
委
員
会 

・
第
２
回
定
例
議
会
（
最

終
日
） 

・
楠
公
史
跡
保
存
会
通
常

総
会 

・
保
健
事
業
推
進
協
議
会 

・
人
権
協
会
総
会 

・
会
計
監
査 

 
 

６ 

月 

 
 

5
日 

 

8
日 

   

12
日 

 

13
日 

15
日 

 

17
日 

 

26
日 

27
日 

 

村
の
村
長
選
挙
が
終
り
、
こ
の
便
り

が
読
ま
れ
る
頃
に
は
８
月
に
な
っ
て
い

る
と
思
う
。 

 

国
会
で
は
消
費
税
の
増
税
法
案
が

可
決
さ
れ
れ
ば
、
ま
す
ま
す
景
気
が

悪
く
な
る
と
思
え
る
。 

国
会
で
は
、
政
党
内
・
政
党
間
の

勢
力
争
い
。
特
に
与
党
内
で
の
勢
力

争
い
で
、
○
○
○
党
か
ら
出
て
い
く

人
、
ま
た
○
○
○
党
を
助
け
て
漁
夫

の
利
を
得
よ
う
と
す
る
人
、
い
っ
た

い
日
本
の
国
は
、
ど
こ
へ
ゆ
こ
う
と

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

私
は
、
５
月
12
日
～
６
月
22
日
ま

で
、
各
地
区
を
訪
問
し
な
が
ら
、
村

民
の
目
や
顔
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
候
補
者
の
約
束
を
一
生
懸
命
に

伝
え
た
。
私
の
顔
を
見
な
が
ら
尐
年

や
尐
女
の
よ
う
に
目
を
輝
か
し
て
応

援
を
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
。
こ
ん

な
に
暖
か
い
村
の
人
達
の
笑
顔
を
た

く
さ
ん
見
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、

私
の
心
の
中
に
大
き
な
財
産
と
し
て

残
っ
て
い
ま
す
。
村
民
の
皆
様
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

こ
の
幸
せ
な
気
持
ち
を
持
ち
続
け

て
松
本
村
長
と
共
に
元
気
な
村
づ
く

り
に
励
み
た
い
と
思
う
。 豊

田 

圭
郎 

雑 

感

 

 
  

 
 

７ 

月 

  

3
日 

 

6
日 

12
日 

 

13
日 

20
日 

23
日 

27
日 

  

 

 

村ホームページから過去の「議会だより」が閲覧できます。 

アドレスはこちら http://www.vill.chihayaakasaka.osaka.jp/ 

 

 


